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令和 6年度図書館運営協議会（令和 7年 3月 6日開催） 会議録（要旨） 

 

１ 出席者  

運営協議会委員（16名）  

【会長】学識経験者：三浦会長 

【副会長】学識経験者：田辺副会長  

【学識経験者】糸賀委員 

【公募委員】安部委員、磯田委員、菊田委員、小林委員 

【区内の社会教育委員】石橋委員、中村委員 

【図書関係団体から推薦を得た者】飯川委員、成瀬委員 

【障害者団体の推薦を得た者】 今井委員 

【新宿区立小学校長会又は新宿区立中学校長会の推薦を得た者】安田委員 

【図書館職員】 山本中央図書館長、関口資料係長、平野利用者サービス係長、 

 

図書館事務局：舟木管理係長、資料係加藤主査、利用者サービス係清家主査 

       管理係安田、大場 

 

２ 場所 中央図書館 4階会議室  

 

３ 議事内容  

 (1)協議事項 

①先進図書館の視察等について 

 

 (2)報告事項 

① 新宿区立図書館サービス計画の評価報告について 

② 令和６年度「図書館を使った調べる学習コンクール」・全国コンクールの実施

結果について 

 

 ⑶その他 
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三浦 それでは、令和 6年度第 4回の新宿区立図書館運営協議会を開催させていただきま

す。本協議会は公開となっており、傍聴される方がいらっしゃいます。なお、本日、こど

も図書館長が欠席とのことですが、過半数の委員が出席されていますので協議会の設置要

項第 5条第 2項の規定を満たしており会議は成立しております。それでは、まず本日の資

料の確認からとなります。事務局からお願いいたします。 

 

舟木 それでは、送付資料の確認をさせていただきます。事前にお送りいたしました資料

としまして、本日の次第、次に【資料１】新宿区立図書館事業報告書（令和 3 年度～5 年

度）。こちらの資料 1 には、別紙として修正箇所一覧が付属しております。次に【資料 2】

令和 6年度図書館を使った調べる学習コンクール・全国コンクールの実施結果について。

事前の送付資料は、以上 3点でございます。なお、当日配布資料としまして、中央区立京

橋図書館の視察における質問への回答。こちら、参考資料でございます。また、視察をご

欠席だった方の机上には、当日いただいた資料を置かせていただいております。不足の資

料がありましたら事務局までお申し付けください。 

 

三浦 それでは、次第に従いまして進めさせていただきます。まず、議題の協議事①先進

図書館の視察についてということで。1 月 31 日に中央区立京橋図書館へ視察を行いまし

た。参加された委員には、ぜひその際のご感想など、この後お伺いしたいと思っておりま

す。 

 それに先立ちまして、先ほど、参考資料として事務局からご案内がありました質問事項

について。当日、回答が保留になっていた点について、まず事務局からご報告いただきた

いと思います。お願いいたします。 

 

舟木 参考資料をご覧ください。こちら、中央区教育委員会事務局図書文化財課からいた

だいた回答を、そのまま原文ママで掲載しております。読み上げます。本区では図書館法

7 条の 3 に基づく評価、以下の形での評価で代えているものと考えています。本区での図

書館事業の評価としては、次の三つの評価を実施しております。1、図書館全館を指定管

理者により運営していることから、指定管理者の運営についての評価。2、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律に基づき本区教育委員会が実施した施策や事業について、点

検、評価である、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価。3、中央区基

本計画に掲げた施策の適切な進行管理を図り、成果を重視した質の高い区政運営を実現す

るとともに、区民に対する説明責任を果たしていくための行政評価における評価。 

 ということで、中央区教育委員会事務局図書文化財課より回答いただいております。以

上、事務局からの紹介でした。 

 

三浦 ありがとうございました。それでは、当日の視察にご参加された委員から、印象に
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残った点などについてぜひ一言ずついただければと思います。席順によろしくお願いいた

します。 

 

安部 私は、視察 2回目だったんですけども、今回の感想ということでいうと気持ちのい

い場所で居場所としていいなという感想を持ちました。前回の杉並区の図書館のときは、

図書館としていいな、だったんですけれども、そういう点はちょっと違うなって思ったん

ですが。それは図書館のことをよく知らない会社が設計したということを説明で聞いて、

図書館としてというよりは居場所としてって感じたのはそういうことなのかなと思いまし

た。使い勝手は確かに図書館としてはあまり良くなさそうではあったんですけれども、利

用している人が大勢いて、その人たちを見てみると本を読んでいる人もかなり多くて、す

ごく居心地が良さそうというふうにも思いました。 

 同時に新宿区のほうを考えてみると、ちょっと新宿区のリソースを生かせていないので

はないかと強く感じたところです。それは人を巻き込めていない、自分の居場所としての

認識が薄いという点でリソースを生かせてないと感じました。図書館として中央図書館を

どうするかということも大事なんですけども、順番をちょっと逆に考えて、この居場所を

好きになってもらうというような。図書館そのものっていうのも大事なんですけども、本

がいっぱいある場所としての入口が違うといいますか、違う入口からも中央図書館を建て

替えるですとか、そういったことも考えてみてもいいのではないのかなと感じました。 

 

三浦 はい、どうもありがとうございました。それでは、続きまして小林委員、お願いし

ます。 

 

小林 いくつか印象が残った点ございますけれども、一つは ICIT 化で管理が一本化され

ているということは、現状ではどこも標準なのかもしれませんけども、大変、効率化に向

けては基本的なところが対策なされていたかなと思います。それからもう一つ、オープン

な、やっぱり区民が集う場としての図書館で、本だけではない、そういうさまざまな世代

が集い、そこで本にも触れながらそこからいろいろな区民の交流であるとか、そういう文

化の醸成であるとかっていうふうなことの拠点となるような中央図書館ということでいう

と、オープンということでは大変、オープンでよかったかなと思っています。 

 建物のファシリティーのことは、先ほどあったとおり課題もあるというご報告でござい

ました。その中でオープンであるんですけれども、もう少し世代に光を当てて、例えば、

子育て世代が集うにはどうしたらいいのかとか、また、高齢者世代が集うにはどうしたら

いいのか、また、障害者が集うにはどうしたらいいのかというような、それぞれの利用者

さんのターゲット層ごとにどういうような集える場にしていくのがいいのかという発想で

見るとまだ課題があるのかなというように感じた次第です。 

 また、新宿区でああいうオープンなものを運営するときにどうなのかなというように振
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り返って考えたときに、いろいろなそこに集われるかたがたが良識のあるかたがたばかり

でもない場合もありますし、いろいろそういう部分でいうとオープンな運営って本当に難

しいだろうなっていうことを、あの場ではあまりおっしゃいませんでしたけども、いろい

ろあって自分たちの区で実現するとなると難しい課題があるかなということも併せて感じ

た次第です。以上です。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。それでは、続きまして安田委員、お願いします。 

 

安田 大変、できたばかりの美しいきれいな建物だったなと思います。今のご意見にもあ

ったとおり、まず行きたいなと思うようなスペースづくりというのは大事だろうなと思っ

ています。私が住んでいるところも図書館に力を入れていて、本を読みに行くのではなく

ても、本を探しに行こうかなとか、ちょっと見てみようかなとか、そういうような気持ち

になるスペースづくりっていうのがすごく大事だなというのは日頃から思っています。 

 今回の中央区は、敷地が限られた中ですごく効率的に造られたなというふうに思いまし

た。ただ、やっぱり図書館としては運営面も含め、いろいろな改善点があるなと思いまし

た。例えば、書架が子どもの所と大人の所が全く分かれていて、実際には親子で読み聞か

せしたりとか、大人と子どもは分かれたりできないこともあるので、そういうようなスペ

ースが必要なんだろうけどそういうものはあまりなくて。改善点まだあるなというふうに

思いますが、とても空間として素晴らしいなと思ったので、区内に 1個ぐらいあってもい

いかななんて思いました。以上です。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。それでは、次のかた、お願いします。 

 

飯川 近くに住んでいるので 2回ぐらい行ったことがあるんですけど、初めていろんな説

明を伺いました。駅も近くて、立地は非常に良くて。あとは、歴史資料館とか、歴史資料

もいっぱい置いてあって、かなり力を入れてるのかなと思ってます。グッドデザイン賞も

取られているので、建物は素晴らしいなと思いました。ですけど、やっぱり限られたスペ

ースでつくられてるので、例えば、車いすが入るスペースがないとか、他の委員も指摘さ

れてましたけど、ちょっとアクセシビリティが弱いところですとか、サインが後付けで付

けられたりとか。図書館委員の声があんまり反映されなかったのかなっていうような感じ

がすごく感じられました。 

 視察の後、晴海の図書館にも行ってきたんですけども、晴海も新しい図書館で。そこは

居心地いいと思う。中央区は本の森ちゅうおうと晴海と新しい図書館を二つ、つくりまし

たので、ぜひ新宿区も 1歩でも 2歩でも新図書館計画進めていただければなと、そう思っ

た次第です。以上です。 
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三浦 はい、ありがとうございました。それでは、お隣の石橋委員。 

 

石橋 すてきでした、明るくて。もう、その一言に尽きます。地域資料館と一緒で、すご

く図書館としては奥行きがあるなと思いました。建て替えの後に中高生の利用度がばーん

と上がったということで、やっぱり建物の持つ力ですよね。もう、それ以外は言うことは

ありません。ただ、館長さんにご案内いただいたんですけども、始終、設計から利用者の

声が必要だということをずっとおっしゃってました。やっぱり設計から利用者の声を反映

するようなものができるといいなと心から思います。 

 詳しいことは分からないんですが、質疑応答のときに図書館運営協議会というようなも

のが存在しないということでしたので、ここの場で協議ができてちょっとありがたいなと、

新宿区のありがたさを思いました。図書館に見学に行くと、あちらのスタッフさんもそう

ですが、ご同行してらっしゃる新宿のスタッフさんなんかの話とかを聞くと、図書館の裏

側で一生懸命支えていらっしゃるなということが垣間見えるのでそこもとてもよかったで

す。ありがとうございました。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。では、お隣、中村委員長お願いします。 

 

中村 皆さんが今、いろいろとおっしゃってたことを私もなるほど、そうだなというふう

に感じておりましたけれども。やはり新宿区の図書館、地域館を見ますと、そういうもの

と比べてしまうともう本当に新しくて明るくてというそういうものと、それから、アクセ

スがいいということですよね。新宿区の図書館は探すのになかなか初めて行く方には大変

なところばかりだと思うんですけれども、そういった点ではすごく立地条件もいいのかな

と思っておりました。 

 感動したのは 1階にありました郷土資料館。こちら、床もいろいろ地域の地図を入れて

分かりやすくしたり、壁面のタッチパネルだったり、そんなのもありまして。こちらは、

やはり行った方が感動するのではないかなというふうに思いましたし。それから、郷土資

料が先ほども多かったという発言がありましたが、私もこれだけ集めてるのは素晴らしい

なと思いました。それから、古い蔵書も大切にしていてたくさん残してあるというような

ことも、新しい資料が入ったらすぐ入れ替えるっていうことではなくて、やはり古い蔵書

も必要なものがあるのではないかなっていうふうに。スペースの形のこともありますけれ

ども、やはりそういったものも大切にすることがいいのではないかなと思っておりました。 

 新しい図書館は、どこもそうなんですがテーブルとかスツール、そういったものがすご

く近代的で心地いいというような感じがありました。スツール 1脚でも何万もするという

ような時代ですのでなかなか大変ですけれども、やっぱり行った方が心地よく過ごせる図

書館、そんな、また行きたいなという図書館を新宿区もぜひつくっていっていただければ

と思っております。以上です。 
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三浦 はい、ありがとうございます。では、糸賀委員お願いします。 

 

糸賀 皆さんもおっしゃるように、駅に近いっていうのはまずすごくいいと思います。地

下鉄の駅から 1分とかかからない場所で。たまたまもとからあった公共的な施設が立ち退

いたスペースだったということで、駅に近いんだけど土地の形状、形としてはすごくよろ

しくないっていうか、えらく細長いんですよね。そこにいろんな機能を盛り込もうとした

ために、私からするとかなり動線は複雑なんです。階段があったり、エスカレーターもあ

ったり、エレベーターはもちろんあるし、エレベーターの位置がちょっと奥で分かりづら

い。 

 視察が終わってから職員の方が私のそばで一言言ったのが、帰り方が分からないってい

う人がよくいるんですって。つまり、入っちゃった後、どうやったら出られるのか。確か

に初めて行って、4 階や 5 階に行ったら、どうやって帰っていいのかも分からないってい

う人が出てきちゃうと思います。2 度目以降は分かるんですが、それぐらい複雑なのが気

になる。先ほども出ましたが、あれだと車いすの方はほとんど書架の間を抜けられません。

そういったバリアフリーの観点など、いろいろな機能をあの狭い土地に 5階で盛り込もう

としたための難点はあるかとは思います。 

 今は新しい図書館なので利用者は増えるので、今後、5年、10年たったときにどういう

感じになるのかなっていうのは見ていかなくちゃいけないとは思います。中央館長が言う

ほど私は設計がひどくはないと思います。設計会社は、図書館建設の実績があるところで

す。むしろいろんな意見を聞いて、あの狭い土地の中にいろんなものを盛り込もうとしち

ゃったためにああなっちゃったのかな。 

 それからあの土地のスペースで吹き抜けを入れると、どうしても視界がそこで遮られる

し、導線がそこで切られちゃう。事故とかの安全性も考えると、あの土地の狭さで吹き抜

けが本当に必要だったのかなと思います。私もあの後、晴海の図書館に行ったんですけど

も、あそこのほうが分かりやすいっていうか。四角い図書館でした。ただし、複合ビルの

3階、4階だったかな。 

だけど、多分、利用者からしたら晴海の図書館のほうが使い勝手は私はいいだろうと思

います。それから、私はもともと中央区のあの古い図書館も知ってるだけに、あの地域資

料室、あるいは、郷土資料室が新しくなったんだけど、あの位置、1 階の一番奥に設けち

ゃって逆に気が付きにくい。みんな、2 階より上に行っちゃうんで、若干、分かりにくい

かなっていう気はしました。 

 あと、先ほど居場所論みたいなご意見もありましたが、あれは中央図書館なんですよね。

地域図書館はそれぞれの地域の周辺のかたがたが自分の居場所として使うのは分かるけど

も、中央図書館なんでやっぱりきちんとした調べ物に答えられる、調査研究をするための

スペースが用意されている。そういった観点からすると、若干、ちょっと物足りないもの
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を感じます。中央図書館としては。あれが地域図書館でもう少しこぢんまりとして使い勝

手がよかったらすごくいいと思うんだけども、中央図書館としてはあれこれ盛り込み過ぎ

だな。 

 ビジネス関係のための単に閲覧席、それから、Wi-Fi が通ってるとか、そういうものを

用意して、あれで本当に中央図書館の調査、研究機能とか、レファレンスの機能。レファ

レンスも 4階の一番奥なんですよね。私がよく本当に昔の図書館の造りで、一番奥まった

静かな所にレファレンスって。誰も気が付かないんです。ちょっとその辺は気になりまし

た。先ほど補足いただいた回答ですが、最大の問題は、この評価を誰がやってるのかにつ

いて、なんにも書いてない。つまり、主体は誰なのか。第三者か、図書館当事者か、教育

委員会かっていう。誰がやってるのかが書いてない。それからもう 1点、一番大事な点は、

これは公表されてるんですか。法の趣旨からすると、この評価の結果は公表しなくちゃい

けないんです。どこにそれが公表されてるのか。私が中央区の図書館のホームページ見る

限り、それが分からないから質問したんであって、評価やっても教育委員会事務局の中で

もうしまい込んでたら何の意味もない。 

 これを区民、もちろん、区外の人にも公表してこそ、本来の意味になる。新宿はちゃん

と公表してるんで、私はいいと思いますけど。そこら辺りが抜け落ちてるんで、やっぱり

いわゆるガバナンス、統治の仕組みがきちんとできてないんじゃないかっていうことを危

惧いたしました。以上です。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。では、最後になりますが田辺先生。 

 

田辺 皆さんがおっしゃってくださったのに尽きるんですけれども、要は今の図書館をや

ってる指定管理者が入ったときにはもうコンペが進んでいて、変えられる部分が少なかっ

たというお話で。あと、先ほど、利用者の意見をつくる段階から聞かないとっていうお話

があったんですけど、そういったものをああいう複合施設として新しい建物としてつくる

っていうときに、利用者の意見をどの段階でどう盛り込みながら一体進められるのかって

いうと、なかなか難しそうだなというふうに感じまして。 

 全国的にはつくる段階からすごい積極的に地域の方の意見を聞いてつくったっていう図

書館がいろいろあるんですけれども。そういうつくり方が、複合施設のああいうタイプの

ところになじむのだろうか、個人的にすごい難しいだろうなというのを感じました。今後

の視察では、新しくできたすてきな図書館というだけでなくてつくる段階で利用者の意見

を聞いてみたところとか。そういうつくるプロセスが参考になるところっていうのも、も

しかしたら、いいところがあれば見てみる、お話聞いてみるっていうのもいいのではない

かなと思った次第です。以上です。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。もし、図書館のほうから補足等ありましたら、館
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長、一言お願いいたします。 

 

山本 視察に行って、やっぱり新しい図書館はきれいですんでどうしてもよく見えちゃう

なっていう感想を持ちました。新宿区も新中央図書館、まだ現時点では計画、全然ないん

ですけれども、何とかするように本庁のほうにも働き掛けは行くたんびにやってますので。

やってるんですけれども、なかなか進んでないという現状については本当に申し訳ないな

と思っております。あと、ここの京橋図書館見て、真ん中に吹き抜けがあったじゃないで

すか。図書館だけじゃなくて、区役所の他の施設でもたまにあるんですけれども、消防の

関係で要するに煙を抜くための穴を真ん中辺につくる傾向が最近、多いみたいなんですけ

ど。 

 だから、排煙方法を真ん中じゃなくてどこかよその所につくってくれたらいいんじゃな

いかなと思ってるんですが。その辺は私も建築のプロではございませんので、そういった

もしつくるようなことになりましたら、やっぱり真ん中にあると見通しが悪いですし、い

くらガラス張りとはいったって見通しは良くないし。採光は若干、取れるのかもしれませ

んけれども。最近でしたらば LEDでかなり明るいのもありますし、そういったところで対

応できればいいかなというふうには思っています。 

 あと、設計の段階から地域住民の方の意見を聞くということなんですけれども。先日、

この前、牛込第一中学校の中に中町図書館をつくるというお話をさせていただいたかと思

うんですが。そこの牛込第一中学校につきましては、地域説明会のようなものを今、4 回

ぐらいやってるんです。その中で意見を取り入れられるものと取り入れが難しいものと当

然、ありますので、そういったところで意見は聞いていかなきゃいけないんだろうなとい

うふうには思ってます。 

 あとは、全部の意見を取り入れるっていうのは難しいとは思ってますけれども、やはり

図書館の利用する方が利用しやすいようなスペースを確保していけたらなと思ってます。

あと、こちらの京橋図書館に関しましては、小さなイベントでもいいんですけれども、イ

ベントをやるような部屋があんまりなかったような気がするんですよね。下の多目的ホー

ルはすごく広くていいなとは思ったんですが、もうちょっと、例えば、このぐらいのスペ

ースの部屋っていうのが見た感じなかったと思ってまして。 

 そういう小規模、中規模ぐらいのスペースとかもないと、いろんなイベントっていうん

ですか、そういうのも難しいのかなというふうには思いました。どちらにしても新宿区で

つくる場合、設計屋さんだけの意見でつくっちゃうと多分、いろいろなご意見を頂戴する

ことになると思いますので、その辺は気を付けていきたいなというふうに思いました。以

上でございます。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。ぜひ、今回の視察で得られた知見等について、新

宿区の中央図書館建設などに生かしていただけるようにお願いできればというふうに思っ
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ております。ありがとうございました。それでは、協議事項についてはきょうはこの議題

のみということになりまして。続いて、報告事項の扱いなんですが。新宿区立図書館サー

ビス計画の事業評価報告についてということで、加藤主査のほうからご説明をお願いいた

します。 

 

加藤 議題 2の⑵報告事項の①新宿区立図書館サービス計画の評価報告について説明しま

す。それでは、【資料 1】新宿区立図書館事業報告書(令和 3年度～5年度)をご覧ください。

本報告書は令和 6年 6月、9月、12月の 3回の図書館運営協議会でご協議いただき、委員

の皆さまにご意見をいただきました。その意見を反映させて、修正を重ねてまいりました。

本日は、昨年 12 月の本協議会でいただいたご意見を基に修正した箇所をご説明します。

【資料１】別紙の修正箇所一覧をご覧ください。こちらに修正箇所を一覧としてまとめま

した。なお、てにをはや数値のカンマなど、軽微な修正は割愛しております。 

 それでは、6 カ所の修正点について順番にご説明します。資料 1 の報告書と資料 1 別紙

の修正箇所一覧を使ってご説明します。それでは、【資料 1】の 2 ページをご覧ください。

2 ページ中頃にある方針Ⅰ区民に伝える図書館の上から 4 行目をご覧ください。修正前は

「令和 7 年 1 月に電子書籍貸出サービスを導入しました。」でしたが、電子書籍貸出サー

ビスの後ろに、（しんじゅく電子図書館）を加えまして修正後の文章といたしました。続

きまして、同じページの右下の写真を「古地図の収集（中町図書館）」から「印刷・製本

関係資料（鶴巻図書館）」に差し替えました。 

 次に、4 ページをご覧ください。方針Ⅴ、ICT の利活用の推進の 6 行目は、修正前は

「電子書籍貸出サービスを開始しました。」でしたが、「電子書籍貸出サービス」の後ろに、

（しんじゅく電子図書館）を加えまして修正後の文章としました。続きまして、5 ページ

をご覧ください。方針Ⅵ、図書館環境の整備の 5 行目にありますように、「また、エレベ

ーターがない、駐輪場がないなどの問題を抱えて運営している地域図書館もあり、利用者

から不便を訴える意見もあります。」という一文を追記しました。 

 続きまして、8 ページをご覧ください。重点事業報告（中央・こども図書館 1）のペー

ジ右下の今後の取り組みについて、下から 2行目の変更前は「地域資料を電子化し電子書

籍貸出サービス（しんじゅく電子図書館）で公開しています。」でしたが、「電子書籍貸出

サービス」を削除しまして、「地域資料を電子化し、しんじゅく電子図書館で公開してい

ます。」に修正しました。続きまして、最終ページである 62ページをご覧ください。ペー

ジ中頃の「（6）新型コロナウイルス感染症下における取組み 総括」の最下段には、総合

評価の記載がありませんでしたが、総合評価について「本事業については目標値や達成率

など数値による使用を設定していなかったため、総合評価を行っていません。」「総合評価

なし」を追記しました。修正箇所の説明は以上です。 

 本報告書は、令和 7年 3月中に発行予定です。本報告書の評価結果を今後のサービス計

画に役立ててまいります。簡単ではございますが、以上で新宿区立図書館サービス計画の
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評価報告についての報告を終わります。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。前回の協議会での議論を受けて、環境整備などに

ついての追記を行っていただいたということでしたが。この点も含めまして、事業報告書

について取り上げるのは今回、最後となりますがお気付きの点、ご感想など、皆さんのほ

うからありましたらお受けしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

飯川 報告書の件じゃないんですけど、新宿区の電子図書館を導入して 2カ月ですか、た

ってると思いますけど、どういう効果があったのかを知りたいなと思いまして。それは後

で教えてくれるのかどうか、お伺いしたいなと思いまして。 

 

三浦 では、報告書に関連してということでいかがでしょうか。ご担当の方からお願いい

たします。 

 

関口 1 月 15 日に、しんじゅく電子図書館という愛称の下、新宿区の電子書籍貸し出し

サービスをスタートいたしました。実際のところ、まだ効果についての測定ができており

ませんが、今月中頃から利用者アンケートを予定しております。利用の実績などを確認し

たところ、1 月 15 日から 2 月 28 日現在で約 2100 件の利用件数がありました。世代や、

在勤の方なのか在住の方なのかという分析は今後になります。利用されてない方、どうい

うふうにしたら利用しやすくなるか等、ご意見いただいてフィードバックしていきたいと

考えております。また、この場でもご意見などを、いただけたら幸いです。 

 

飯川 電子図書館目的で図書カードが増えたとか、登録者数が増えたとかっていうのは分

からないですか。 

 

関口 そちらについても、まだ把握しておりません。 

 

三浦 はい、ありがとうございます。よろしいでしょうか。はい。では、その他の点も含

めましていかがでしょうか。 

 

糸賀 今の固有名詞としては、しんじゅく電子図書館っていうんですか、新宿が平仮名で。

これについて、今の報告書の 2 ページにももちろん記載あるんですが、8 ページの今後の

取り組みのところにも一番最後に、また、地域資料を電子化し、しんじゅく電子図書館で

公開していますと。これと今の電子書籍は別の話ですよね。これ、皆さん、分かります？ 

電子書籍でもともとこれは TRC-DLを入れてるわけ？ 

 



 

11 

加藤 あと、KinoDenです。 

 

糸賀 KinoDen ね。そういうところが電子書籍として用意したもので、これは貸し出しす

るわけですよね。一方、地域資料の電子化っていうのはいわゆる地域資料のデジタルアー

カイブのことだから、別ですよね。これ、貸し出しっていうのはあるんですか。多分、公

表してるんだから、例えば、あとは同時アクセス数の問題だとか、プリントアウトの問題

だとかっていうのはどうなっていて、そこをきちんと区別して説明しないと、住民ってい

うか、利用者の方は混乱すると思うんです。それから、今の電子書籍のほうのタイトル数

は何タイトルがさっきの利用件数なんですか。利用できるのはまず何タイトルなんですか。 

 

三浦 2点になりますけれども、お願いいたします。 

 

加藤 質問ありがとうございます。実は地域資料の電子化につきましては、本日、午後に

アップを予定しております。 

 

糸賀 そうなの？ 

 

加藤 この報告書を発行するときには公開されていることになりますが、3 点を電子化さ

せていただきます。 

 

糸賀 こっちは 3点なの？ 

 

加藤 はい。 

 

糸賀 たったって言ったら失礼だけど、3点。そう。 

 

加藤 まだ始まったばかりですので。 

 

糸賀 はい、分かりました。 

 

加藤 はい。今回、電子化させていただいたのは『新宿区立図書館資料室紀要第 1巻 落

合の横穴古墳』。それから、『第 2 巻 豊多摩郡の内藤新宿（19 世紀末の）』。『第 3 巻 江

戸上水木樋』以上の 3点です。こちらの 3点は、ご質問があったように貸出しではなくて。 

 

糸賀 そうですよね。 

 



 

12 

加藤 どなたでもご覧いただけるサービスになっています。 

 

糸賀 同時アクセスは？ 

 

加藤 同時アクセスは。 

 

糸賀 私が考えるのは、学校の生徒さんが、例えば、共同学習でそれにアクセスしようと

したときの問題なんです。だって、生徒が同時に 20 人、30 人アクセスする可能性がある

んです。 

 

加藤 そうですね。ちょっと、その点は確認させてください。 

 

糸賀 はい。 

 

加藤 本日、午後、しんじゅく電子図書館（LibrariE & TRC-DL）でアップする予定です。

同時アクセス権につきましての設定は、確認してご回答させてください。 

 

糸賀 それと、さっきの電子書籍は多分、同時アクセスは別。多分、同時アクセスは貸し

出しは 1人 1回です。1回っていうか、同時に貸すのには 1人だけですよね。 

 

加藤 LibrariE & TRC-DLについてですね。 

 

糸賀 そう。 

 

加藤 そうです。LibrariE & TRC-DL は今回はなるべく種類が多種類なものをと考えまし

て、同時アクセス 1 件ですが、KinoDen はもともと一つ買っても 3 アクセスというのがご

ざいますので、1 から 3 アクセスのものがございます。また、KinoDen のほうは貸出しで

はなくて閲覧形式の資料になっておりますので、ぜひ皆さんにご覧いただきたいです。期

限や回数制限がありません。 

 

三浦 あと、タイトル数をお願いします。 

 

関口 続いて、タイトル数についてご報告します。LibrariE & TRC-DLでは 1010点を第 1

回の購入分で閲覧提供を開始しました。その他に、児童書読み放題パックというセットを

3 セット買いまして。3 セットの点数は、合計 217 点にです。こちらの読み放題パックに

ついては、学校などでも活用していただけることを想定して、同時アクセスは制限をかけ
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ていないと聞いております。KinoDen につきましては、現時点、第 1 回で購入した部分は

123 点。LibrariE & TRC-DL も KinoDen 今月第 2 回分を、購入する予定でコンテンツを準

備しております。 

 

糸賀 ありがとうございました。今、購入って言われたんですけど、購入なんですね。 

 

関口 失礼しました。閲覧権の契約になります。 

 

糸賀 そこ、大事です。そこはすごい重要ですよ。 

 

関口 はい。訂正させていただきます。 

 

糸賀 つまり、購入してないってことは、2 年たったらそれは新宿区の資産に、財産にな

らないってことですよね。2年の契約ですか。 

 

関口 はい。多くが 2年 52回というものになるんですけれども。 

 

糸賀 2年。 

 

関口 中には、制限なしという種類もあります。KinoDen については、全て閲覧型で買い

切りタイプになっておりまして、提供会社が継続している限り、新宿区の図書館が電子図

書館を継続している限り、ずっと閲覧することができるというものです。また、KinoDen

の一部のコンテンツは、印刷ができるものもあると聞いております。 

 

糸賀 分かりました。なかなか複雑なんですね。私だって今の完全に理解できたわけでは

ありませんが、いろいろなタイプがあるという。つまり、買い取り制だとか。あと、同時

アクセスが制限されてるものもあれば、使い放題っていうのかな。どれだけ子どもたちが

借りても構わないっていう。同時にアクセスすること。同時アクセス数が上限切られるで

しょう、多分。いくらなんでも、100とか、200とかっていうことはないはずだけども。 

 

関口 運営会社のほうには、今までダウンしたことはないと聞いております。 

 

糸賀 そう。じゃあ、事実上、無制限というふうに理解してよろしいですか。ということ

で、多分、いろいろなタイプのものが混在しちゃうんです。その辺は、できる限り分かり

やすい説明をしていただいたほうがいいと思います。それから、さっきの 3点は地域資料

の電子化なんで、話としてはちょっと別なんですよね。それは貸出し、いわゆる貸出しっ



 

14 

ていうことはしないわけでしょう。 

 

加藤 はい。 

 

糸賀 しないんですよね、それは。ただし、閲覧ができる。 

 

加藤 はい。 

 

糸賀 ダウンロードは？ 

 

加藤 ダウンロードは今のところ、考えてはいません。 

 

糸賀 やっぱりね。 

 

加藤 はい。 

 

糸賀 そうすると、ちょっと次の話なんですが、今後の取り組みのところ。特に今、私と

しては、今日のこの評価の 8ページの下の今後の取り組みっていうところを問題にしたい

んですが。今後、こういうものを増やしていくっていうのは全体的なトレンドとしては、

そういう方向になるわけ。それはいいんですが、私が懸念してるのは今の地域資料を電子

化したときに当然、プリントアウトしたいっていう話になってくるんですよね。これが一

方で、例の著作権法が改正されて、デジタル化資料の送信サービスっていうのを始めよう

としてる。国会図書館が既にそういうことを始めてるわけなんですが。 

 国内のいわゆる特定図書館でしたっけ、特定図書館で公共図書館だとか、大学図書館も

始めるという。いずれはこういったものについて、地域資料の電子化の点数を増やしてい

く。今、3 点だけど、今後は当然、増やしていく。ほとんどのものが新宿区が著作権を持

ってるものですよね。従って、こういうものについてはデジタル化しやすい。となったと

きに、将来、デジタル化してないものも、新宿区民からの要請に応じて図書館側がデジタ

ル化して、その方の自宅や必要な所に送信することができるんです。そういうことを可能

にしたのが、今回の著作権法改正なんです。いずれ、そういう方向にいくんでしょうかと。

将来の見通しとして。 

 ホームページで見られればいい、デジタルアーカイブで見られればいいっていうだけじ

ゃなくて、デジタル化されてないものです。今、3 点なんだから、圧倒的に大多数はまだ

デジタル化されてないわけですよね。そういうものの送信が可能になるんですが、そうい

う方向は考えていくんですかね。今後の取り組みの中で。 
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加藤 今、おっしゃったのは令和 3年の著作権法改正の図書館の公衆送信だと思いますが、

今現在、料金の徴収などの細かい点がまだ整わず、公共図書館ならびに多分、県立図書館

もまだ実施してるとこはないと理解しています。 

 

糸賀 私の理解もそうです。やってないです。 

 

加藤 この件につきましては、情報収集しております。都立図書館にも相談しながら進め

ていきたいと考えております。今後は、どのようにしたら一番お客さまにとって良いサー

ビスができるか検討してきたいと考えております。 

 

糸賀 はい、ありがとうございます。そうすると、一つは普通の商業ベースによる電子書

籍なんですが、これは本来は費用を明示するべき、価格。つまり、さっきのタイトルって、

TRC が 1010 点というのが私はよく分からない。タイトル数と点数の違いは、後で終わっ

てからでいいから説明してくださいね。これにどれぐらいの本当は費用がかかってるのか

っていうのは、きちんと公開するべきだと思います。つまり、結構、高いんですよ。しか

も、2 年たったときに新宿区の資産にはならないという。一部なるのもあるような話なん

ですが、そこら辺りをきちんと明示して。使い勝手とコスト。いわゆる、コスパがいいの

かどうかっていうのが、本当は区民側にとっての判断材料になるんだと思います。 

 それから、デジタルアーカイブ。これ、地域資料の電子化でいいと思うんですが。私が

前から言ってるのは、どうして補償金に地域資料が含まれるのかは、私は個人的には全く

納得できないんです。商業ベースに乗ってるものについて、出版社側にそういうグループ

というか、コンソーシアムか。コンソーシアムつくって、そこに支払うようになってます。

利用料金とか補償金は。だけど、新宿区が著作権を持ってる地域資料、あるいは、行政資

料、これはどう考えても私は補償金を払う必要はない。 

 それはもうずっと『図書館雑誌』にも私、投稿してるし。今回、実は 23 区の他の区か

らもそういうことをやりたいと、今回の法改正では。ところが、地域資料や行政資料につ

いてまで、なんで他のところに。新宿区が著作権持ってるんですよ、新宿が作ったもので

す、編集したものです。それについて補償金を払えっていうのは、私は理解できないです。

だから、そろそろ幾つかの国内の図書館が特定図書館への申請をし、手続きを進めようと

してる中で、私は行政資料や地域資料、いわゆる絶版等入手困難資料、これについては補

償金を払う必要はないんじゃないかと、そういう声を上げるべきだと私は思います。 

 23 区の中でもそういう動きを今、せっかく法改正されたんだからやろうと。皆さんに

ちょっとどういうことができるかっていうと、自宅にいながらコピーサービスを受け取れ

るんです。図書館に行ってコピーをしなくても、自宅にいてメール添付で必要な資料の電

子化されたデジタル化されたものが送信されてくるんです。ただし、一定のお金がかかる。

そういう中で私が言ってるのは、この地域資料とか行政資料、新宿区のものについてはそ
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れは補償金はなしでしょうと。単なる図書館側の手数料とか、デジタル化するための手間

賃っていうのはやむを得ないですけども、わざわざ補償金を払えっていうのは全く筋が通

らないとは私は思っています。 

 それは、ぜひ新宿区でも。あと、実は世田谷区もやろうとしてるんです。ただし、その

辺りがネックになってるので、今、ちょっと皆さん、ためらっていて。周りを見てどこか

他がやらないかっていうのをお互いに見合ってる状況ですので、どこかが声上げていくべ

きだろうと思います。だから、この今後の取り組みというところから一番最後のところに

さらっと 2行で書いてあるんだけど、ここはもう少し丁寧な説明をしていただいて。少な

くとも商業ベースの電子書籍と新宿区が独自に取り組もうとしてる地域デジタルアーカイ

ブ、それは別の話なんだというようなことが分かるようにしていただいたらよろしいかと

いう。以上です。 

 

三浦 ありがとうございます。この点については前回、前々回の議論の中でも出ていた点

かと思いますが。今、丁寧にご説明いただきましたので、最終的なものについては事務局

のほうで調整いただければと思います。ありがとうございます。それでは、もし他にご質

問、ご意見等ありましたらお受けしたいと思いますがいかがでしょうか。どうぞ。 

 

成瀬 電子図書館の利用拡大に関しては多分、ここにいる皆さんと私だけがちょっと立場

が違うわけです。出版社ですので。いや、利用は促進されることはいいことなんだけど、

どんどん普通の本が電子で無料で読めて。しかも、自宅でも送信してもらえてプリントア

ウトできるってどんどん進んでいったら、もう紙の本はますます売れなくなるので。もっ

と長い先に向けてどうすべきかってことは別にして、そこでちょっと利害が対立している

んですけども。その補償金の制度があっていろいろお考えいただいてるので、私どもとし

てもなるべく電子化に協力していきたいというのが今現在の出版界の立場です。 

 ただ、地域資料に関しては、著作権は新宿区が持ってるんですか。著作権ないってわけ

ではないんですね。 

 

加藤 こちらの 3点。 

 

成瀬 そう。その 3点。 

 

加藤 はい。 

 

成瀬 ぜひ、フリーでどんどん誰でもっていう方向になるといいなと思いますけど。 

 

加藤 こちらにつきましては、新宿区が著作権を持っている資料です。成瀬先生がおっし
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ゃるとおり、著作権の問題がとても電子化には難しくて。昔、新宿区が作っていたとして

も、電子化に関する著作権まで許諾を得てないものもあります。そういうものを電子化す

る際には、やはり許諾が必要なんではないかというように著作権センターにご意見をいた

だいたことがあります。今回、電子化したものは完全に全て新宿区が著作権を持っている

ものです。 

 

成瀬 つまり、その冊子の著作権は新宿区にあっても、もともと地域資料、地域紙の研究

の先生とか、そういう方が書いてて資料を提供したりとかって。元をたどればっていうこ

とで、とても難しいですよね。 

 

加藤 冊子にする段階では新宿区に著作権を許諾をいただいています。これが電子化され

るというお約束は、作成時はいただいてない場合があると考えます。丁寧にするならば、

きちんとそこもしなければいけないと思っておりますのでいろいろ課題があると考えてい

ます。 

 

成瀬 出版社がごねて事を複雑にしてるっていうふうに勘違いする人も多いんですけど、

私どもとしても資料がより多くの方に活用されるっていうことは願っているので。ただ、

全てが無料でっていうふうになってしまうと、それはそれでちょっとっていうところもあ

りますので、そこはちょっと理解いただければと思います。以上です。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。 

 

糸賀 では、ちょっと。 

 

三浦 では、関連して、お願いします。 

 

糸賀 今の懸念される点は、よく分かるんです。ただ、私、これが普及して読書人口が減

るかどうかについては、私はそんなに心配しておりません。そういう意味でいったら、電

子化が進もうが進むまいが読書人口はどんどん減ってます。これは間違いないです。 

 

成瀬 そうですね。 

 

糸賀 地方の書店がどんどん減っちゃってるのは、本当にもう残念なことなんですけども。

むしろ、この手のサービスは私は調べ物であるとか、必要があってなかなか図書館まで行

ってる時間がない人にとってはすごく朗報なんだろうと思います。それから、今度は学校

教育段階でこれをどう活用して子どもたちの教育をやるかなんです。タブレット端末が全



 

18 

生徒に配られて、調べ学習しやすくなったと。そういう環境を考えるのであれば、新宿区

が持っている行政資料だとか地域資料をデジタル化をしていく。その 3点どころじゃなく

て、私はもっと進めたほうがいいと思います。 

 

成瀬 ぜひ。 

 

糸賀 ぜひそのときに、今度は図書館振興財団の助成金を使うべきです。私もずっと評議

員でやってたし、実は審査員もやってたんですが、あれはかなり取りやすいです、絶対に。

みんな、多くの全国の自治体が数千万単位であの助成金を取って、ほとんどがデジタル化

に使われてるんです。だから、私の名前は出す必要はありませんけど、新宿区としてはそ

れをお考えになって、子どもさんたちのやっぱり教育環境を整備する。特に GIGA スクー

ル構想もあることだし、それは考えていくべきだと思います。一方で、本の資料費に影響

はないようにしたほうがいい。予算の費目としては違うんですよね。多分、契約料と、あ

とは消耗品なり資料費としての予算を取ってるわけなんで。電子化を増やしたために本の

購入費用がその分、減らされるというようなことはないように、ぜひしていただいたほう

がいいと思います。費目が違うんでそういうことに直ちにははならないと思いますが、紙

の本の、資料費の購入というのも必ず続けていかなければいけないんだと思います。その

ことをあらためてお願いしておいた上で、電子化の方向は進めていっていただいていいん

だと思います。 

 そのときに、難しいんですかね。さっきも言った商業ベースの電子書籍については、や

っぱり私は費用をきちんと示すべきだと思います。紙の本については平均単価幾らって出

てるのに、電子書籍のほうについてはそれが出てこないっていうのは、区民の皆さんとし

てどうなんですか。納税者として、どのくらいの費用がこれにかかっているのかはちゃん

と明示していくべきだろうと私は思います。 

 

三浦 はい、ご意見ありがとうございました。 

 

石橋 電子図書館の費用ですよね。随分前におっしゃっていただいて、一回金額を聞いた

ことがあるんですけどびっくりしました。だから、今期からなさってる皆さんも一度、聞

いたほうがいいと思います。私も思っていた金額のゼロが全然違いましたので、ぜひ一度、

区民としては聞く価値があると思います。 

 

三浦 補足いただいて、ありがとうございました。 

 

成瀬 ちょっとすいません。 
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三浦 どうぞ、成瀬委員。 

 

成瀬 いや、すいません。雑談のような話で恐縮なんですけども、流れとしてはここで言

ったほうがいいので。実は昨日、ある製本屋さんがごあいさつに来られて、3 月末で廃業

しますと。ものすごく多いんです。私も小さな出版社ですけど、取引先の製本屋さん 2軒

と、あと、紙折り屋さんというのがあるんですね。製本する前に全紙で印刷した紙を折る

会社。そこも廃業すると。多分、3 軒とも新宿区内じゃないかな。新宿区か、ちょっとあ

の辺、分かんないですけど。いや、もうどんどんそういうふうになっていて。原材料費の

高騰っていうのが大きかったりするみたいですけど。 

 別に紙にしがみつくっていうつもりはないんですけど、まだ電子は残念ながらほとんど

商売になってないので。電子でもうもうかってるのはコミックだけなので。でも、長期的

に見て電子が進むことで利用の幅が広がって、それが読書の振興につながるだろうという

糸賀先生のおっしゃるのは本当にそうだと思ってるんですけど。取りあえず、今、目の前

で起きてることはそういうことだということ。あんまり暗い話をすべきじゃないんですけ

ど、一応、ホットな話題としてお伝えしときます。以上です。 

 

菊田 やっぱりちょっとお金の問題は区民としてどうかなというところもあるので、おい

おい勉強させていただければと思います。23 区のことについて、ちょっと 2 点ばかり私

の知ってることなんですけれども。1 点目は、区が著作権がある区史、区の資料ですね。

それは今おっしゃったように、どこかの偉い先生が一筆、文を書いてそれを一緒に載せた

っていうところで。どこかでそのことについて裁判が起きてるような話を聞いたことがあ

りますので。23 区としてもそういう区史編さんに当たって偉い先生が書かれたところの

部分について著作権がどうなのかっていうのは、ちょっと奥が深いようにも感じておりま

すし。やはり電子化するに当たってもいろいろと問題があるのではないかなと懸念してお

ります。 

 あと 2 点目なんですけれども、電子書籍については 23 区いろいろなところがございま

して。やっぱり、もう電子書籍は入れないと固く宣言されている区もありますし。ところ

が、ある区が方向転換しまして、やっぱり入れるって手を挙げた区でご存じかと思うんで

すけど。今、ご報告のあったように 1000 件ばかり、1000 点購入されて 2100 ぐらいの利

用があったということであれば、回転率 2 なんですよね。2 週間で一つの本が借りられる

ということあれば、4 週間以上あったので回転数 2 がどうなのかっていうところもあると

思っています。 

 この回転数が正しいかどうか、あれなんですけど。やっぱり PR の仕方かなっていうと

ころを思います。方向転換して区長の方針ががらっと変わって、やっぱり入れようという

ことになって入れたとお聞きしてるんですが、入れるに当たって PR の仕方によってこの

回転数がどのくらい上がってくかっていうところも区民として気になるところではあるの
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で。ちょっと私も同じ時期に入った区の動向をもう少し見ようかなと思っているところで

はあります。以上です。 

 

三浦 はい、ありがとうございます。もし、図書館側からあったら、お願いいたします。 

 

山本 やはり周知をどうやってやっていくかっていうのは、新宿区だけじゃないかもしれ

ないんですけれども、非常にずっと過去から問題になってます。というのは、いわゆるホ

ームページに載せるですとか、新宿の広報に載せるというのが大体、やってる事例なんで

すけれども。そうすると、やっぱり見ている人が限られてしまうというのがありますので。

今回の電子書籍については当然、小学校、中学校のほうには宣伝をさせていただいてると

こなんですけれども。 

 あとは、いわゆる大人の人たちにどうやってお知らせ、周知するのが効果的なんだろう

なっていうのは、それは図書館のこの電子書籍だけじゃなくて、新宿でやっているいろん

なイベントですとか事業もそうなんですけれども、その辺の周知方法については常に課題

だなというふうな認識は持ってますので。使える手段はなるべく使って。一応、X ですと

か、Facebook ですとか、そういったところも使ってはいるんですけれども、まだまだ周

知は十分じゃないなとは思ってますので、なるべくそういうところは努めていきたいなと

いうふうに考えてます。 

 あと、先ほどちょっと出ました新宿区で作っている行政評価ですとか、そういったよう

な冊子のものなんですが。区役所の本庁のほうで、そういったものを電子化していこうと

いう話は出てるんです。ただ、実際に具体的にいつからやるんだとかっていう話までは決

まってないもんですから、その時期に合わせて図書館側としても資料を当然、提供しなき

ゃいけないとは思ってますので。その辺のやり方についても、区役所の本庁さんのほうと

も調整しながらやっていかなきゃいけないかなというふうには思ってます。あと、やはり

紙のほうが大事だと思ってますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。それでは、どうぞ。 

 

糸賀 今のずっと話聞いてて、さらに館長の意見聞いて、いや、私もそう思うんですが。

ということは、今、ちょっと手元にお借りして見てる新宿区立図書館資料室紀要なのね。

かつてあったわけ、そういうものが。新宿区立図書館資料室っていうのがあって、そこの

紀要なんです。こういうものと、あと、行政もデジタル化しようとしてるわけです。さら

に言えば、新宿区、例の郷土資料館。博物館ですか。新宿区の歴史博物館あそこだって当

然、持ってる資料のデジタル化考えてますよね。だから、そういう新宿区全体のアーカイ

ブのイニシアチブは本来、図書館が取るべき。なぜなら、分類をしたい。それから、それ

ぞれに対して、例えば、キーワードを付けたりするのは本来は図書館の専門職の仕事です。
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それぞれのコンテンツに対して、仮に新宿区独自の分類体系を作って分類番号を当て、そ

れぞれに、例えば、検索できるようなキーワードを付与し、そういうのが一網打尽ってい

うかな、横断検索できるわけですよね。 

 つまり、本も、博物館が持ってる博物館資料も、それに関係する行政資料も区が持って

るわけです。そういうのが横断検索できるような仕組みっていうのは、いずれ考えるべき

でしょう。そしたら、本当に子どもさんだけじゃなくても、大人の人も自分たちの地域に

ついて調べようと思ったり、例えば、本当に保険金の。 

 

加藤 『戦前期東京火災保険特殊地図集成』です。 

 

糸賀 火災保険か。ということは、それは当然、防災マップか何かと連動して、火災が発

生したら延焼が。大船渡の件もあるけども、本当に延焼しやすい地域と火災保険料がもっ

と安い地域が多分、火災保険のマップなんです。私、ちょっとよく分かんないけども。 

 

加藤 そうですよね。 

 

糸賀 そういうのも使うことによって多分、区民の暮らしにとってものすごく役に立つは

ずなんです。だから、そういう防災関係についての本も分かるし、自分が住んでる所の、

例えば、火災の危険度も仮に分かったり。あるいは、防災マップと連動していてどこに避

難すればいいのかも分かっちゃうっていう。そういうのが多分、横断検索することによっ

て文字だけじゃなくて、映像も場合によっては検索できて。ここら辺りは、うちの地域の

あそこだっていうのも分かるんですよね。そういう新宿区全体のやっぱりデジタルアーカ

イブみたいなものは、将来構想として考えておくべきで。 

 本来は図書館がそのイニシアチブっていうか、主導権を握っていて。だって、コンテン

ツ化のノウハウは持ってる。それから、私が繰り返し言いますが、昔でいう分類目録。そ

ういうのをきちんと整理するノウハウも持ってるわけなんで、それを生かすっていうこと

を考えたほうがいいと思います。そうすると、ひょっとすると中央図書館の新しい建設も

早くなるかもしれないという。その辺の確かイニシアチブ、本当は中央図書館が取るべき

だと思います。 

 

三浦 はい、ありがとうございます。はい、どうぞ。 

 

加藤 ご意見の中で、１点補足ですが、『戦前期東京火災保険特殊地図集成』は、戦前の

火災保険に関する地図です。新宿区は現在、歴史博物館、漱石山房も紙の本につきまして

は図書館システムに入っておりまして横断検索ができます。将来的にデジタル化した資料

もそのようなことができたらば、とても素晴らしいと個人的に考えております。 



 

22 

 

糸賀 ぜひ個人的にだけじゃなくて、図書館として実現していただきたい。ただ、一方で

今の火災保険の話聞いたら、プライバシーの問題が若干、気になるんです。その方が火災

保険に入ってるってことは、その方のプライバシーなるのかな。それが公開されちゃって

も大丈夫なのかどうか。その手の古いものって、必ずこの話が出てくるんです。プライバ

シー保護への配慮も必要だと思います。 

 

三浦 それでも、ご検討いただければと思います。ありがとうございます。区のデジタル

アーカイブに関しては図書館が主導権を取って、他の区内の役所等と連携していくという

ことも重要な視点になるかと思いますので、ぜひお進めいただければありがたいというふ

うに思います。それでは、この議題についてはここまでとしたいと思いますがよろしいで

しょうか。はい、ありがとうございます。それでは、続きまして令和 6年度の図書館を使

った調べる学習コンクール、全国コンクールの実施結果についてということになります。

今回はこども図書館長がご欠席のため、中央図書館長からお願いいたします。 

 

山本 中央図書館長でございます。報告事項の②、令和 6年度「図書館を使った調べる学

習コンクール」全国コンクールの実施結果についてということで資料 2をご覧ください。

こちらにつきましては、令和 6年度の新宿区立図書館を使った調べる学習コンクールにお

いて表彰された優秀作品を公益財団法人図書館振興財団主催のいわゆる全国コンクールに

出品したところ、下記のとおり受賞作品が決定したので報告をさせていただくものでござ

います。 

 1 番目でございますけれども、こちら 1 月 16 日に発表されたものでございます。全国

コンクールの表彰状況は記載のとおりでございまして、そのうち新宿区につきましては作

品総数が 32点、入賞が 1点、優良賞が 6点、奨励賞が 7点、佳作 18点ということでござ

いました。入賞の 1点につきましては、その下のほうの全国コンクール表彰作品の推移と

いうところがございますけれども、その一番右側、令和 6年度でございますが、入賞は文

部科学大臣賞というものでございました。 

 それと、こちらの資料 2の 1番の全国コンクールの表彰状況でございますけれども、こ

ちら 1 月 16 日現在ですと 12 万 3541 点というふうなものだったんですが。最近調べたと

ころでそこの数字が変わってまして。12 万 3604、123 カンマ 604 というふうに変わって

ございますので、すいませんが訂正をさせていただければというふうに思います。よろし

くお願いいたします。 

 資料のほうに戻っていただきまして。今後の予定ですけれども、3 月 8 日に全国コンク

ールの表彰式が行われます。それで、3 月の下旬になりましたらば、受賞作品のレプリカ

集を作りまして区立学校と区立図書館のほうに配布をさせていただく予定でございます。

ちなみに、ちょっと別紙のほうをご覧ください。こちらにつきましては、全国コンクール
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に応募させていただきました 32 点の作品を全て 1 ページ目は入賞者 1 名、優良賞が 6 作

品、続いて奨励賞 7作品、佳作 18作品というふうに記載をさせていただいております。 

 最後のページなんですけれども、それぞれ 1 から 32 まで番号を振ってあるんですが、

こちらについては作品の順位とは関係ございませんで、あくまでも通し番号ということに

なってございますのでご了承いただければと思います。ちなみに、レプリカ集につきまし

てはこういったような感じで毎年、冊子のほうを作らせていただいておりますので、これ

を学校と図書館のほうに置くということになってございます。報告は以上でございます。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。別紙のほう拝見しますと、文部科学大臣賞に戸山

高等学校の生徒さんが受賞されたということ。また、通し番号の 29 番には新宿区立四谷

中学校の生徒さんも佳作受賞されているということですが。今回、委員の中に四谷中学校

長もいらっしゃっていますけれども、もし何か一言ありましたらよろしくお願いいたしま

す。 

 

安田 ありがとうございます。昨年、本校、このコンクールの出品生徒ゼロだったんです

ね。ここでもご意見をいただいて、申し訳ないなと。来年、頑張りますと申し上げました。

ですから今年度については、声は掛けました。ご指名いただかなくともお話ししたかった

のは、夏休みの課題のようなものは、この他にも読書感想文コンクールがあります。今、

区立の小中学校の夏休みの課題みたいなものは 10じゃきかないですね。もう 20近く、本

当にたくさんあるんです。 

 今、本校もそうなんですけど、夏休みの宿題というのをほぼなくしています。今までだ

ったら、5 教科のサマーワークを出していて。始業式の前日ぐらいに、子どもたちが一生

懸命答え合わせして出すっていうようなケースが多々あったんです。これは、やっぱりあ

まり意味がないだろうということ。それから、宿題が終わってないということで、小学生

や中学生が始業式の登校にすごくストレスやプレッシャーを感じるケースが多くなってき

ました。 

 そういったようなことと、それから、今の主体的な学びの観点からもマストで全員一律

の宿題、課題を出すのをやめようっていうような小中学校が増えてきています。何もしな

くていいわけではないので、このコンクールも含めて十数個ある課題を全部、出して。こ

の中から自分で好きな課題を見つけて一つか二つ取り組もうっていうようなのが大体、多

くなってきています。なので、今回、生徒が入選させていただいたんですけど。この他に

も何名かありましたが、本当にその子がたくさんあるコンクールの絵画、標語、作文、読

書感想文の中からこのコンクールがいいというふうに選んで、テーマもこういうふうに選

んで、取り組んだということで。 

 やっぱり子どもたちが主体的に、大人からやれって言われるんじゃなくて主体的に自分

で自分の興味関心に基づいて何か取り組むっていう意味では、とってもいい取り組みだっ
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たなというふうに思います。本当に生徒にとっても、すごくいい体験になったなというふ

うに感謝申し上げます。ということで、来年度もお約束はできないんですが、そのいくつ

もある中で子どもたちが主体的に取り組んでいる状況だっていうのはご理解いただければ

なというふうに思います。以上です。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。それでは、この点に関しまして他の委員のかたが

たからもご感想、ご意見ありますか。 

 

飯川 文部科学大臣賞ですか。大変素晴らしい賞だと思うんです。去年も取られてて、ず

っと何回か取られてるんですけど。結局、どこに。例えば、新宿区立図書館を使った調べ

る学習っていう予選会っていうか、あれを通って本選に行って。主催は教育委員会さんで

すよね。 

 

山本 そうですね。 

 

飯川 例えば、文部科学大臣賞取りましたとかっていう発表をホームページに出すとか、

そういうのが大事じゃないんですかね。どこかで褒めてあげるのも一つ大事なのかなって

いうことを、感じました。 

 

山本 館長でございます。これにつきましては、新宿区の広報ですとか、教育委員会で出

している『しんじゅくの教育』っていう広報誌があるんですけれども、そちらのほうでは

こういう賞取りましたっていうのは載せさせていただいてるとこでございます。これ、ち

なみに『しんじゅくの教育』っていうので、年 3回だったと思うんですけど。こちらに、

ちょっとこれだと見にくいかもしれませんが。そういうのを作って載せさせていただいて

るのと、あと一応、そういう広報誌ですので新宿区のホームページからでも見れるように

はなっております。 

 

飯川 ちょっと不満ですけど。 

 

三浦 ちょっと埋没してしまうかもしれないので、ぜひ大々的にこの子が文部大臣賞を取

ったんですよっていうのをアピールしていただけるといいかなというところですけれども、

いかがでしょうか。 

 

山本 先ほどの広報もそうなんですけれども、アピールの方法についてはいろいろと考え

なきゃいけないなとは思っていますので。その一つとして、これも宣伝になるように表彰

を取った方、優秀賞取った、入賞を取った方が喜べるように考えていきたいなと思います。 
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三浦 受賞した方の一言とか、どういうふうに実際に調べ物に使ったかというようなこと

を書いてもらったりして、それも掲載する分には問題ないかと思いますのでぜひご検討い

ただければと思います。 

 

糸賀 せっかくこれだけ毎年の実績を上げてるわけなんで、もっとアピールしたほうがい

いと思うんですよね。スポーツのイベントで全国大会で優勝したりしたら、区長に会いに

行くとか。普通はやりますよね。せめて、教育長にちゃんと報告して写真が区の広報に掲

載されるとかいうようなことはお考えになったほうがいいと思います。よくあとあるのは、

学校の校舎の所に垂れ幕みたいなものを。これ、本当。全国大会の優勝とかってよくやっ

てるの見かけますけども、もうあんなことやってもいいんじゃないかなぐらいに私は思い

ますけど。 

 私、ちょっと意見言いたいのが、これだけ学校の生徒さんが毎年、一生懸命やってるん

ですよね。皆さん、ご存じないかもしれませんがこの調べる学習コンクールには大人の部

があるんです。大人の部に対して、どうして新宿区は応募がないのかっていう。これ、大

人の部あります。だから、今、ここに図書館振興財団でやってるところの機関紙があって、

小学生の部や中学生の部、みんな表彰されてるのが掲載されるんです。最後のほうまでち

ゃんと見ると、大人の部もあるんです。大人の部。これは、去年の場合には千葉県の方が

習志野ソーセージ誕生の秘密、ドイツ人捕虜収容所から見えてくることっていうんでちゃ

んと賞をもらってるんですよね。 

 いや、これだけ子どもさんたちが頑張ってるんだったら、やっぱり新宿区の大人の調べ

る学習に私は応募するべきでしょう。そういう奨励をするべきです。だから、本当は図書

館が主催で、大人を対象に図書館でこんな調べ物ができます。だって、せっかく電子書籍

入れてるんでしょう。いろいろとデジタル化進めてるわけでしょう。区の行政資料も図書

館に来れば分かるんですよ。そういうものを使ってこんな調べ物ができますっていうのを

大人の方たちにアピールして、このコンクールに大人の部で私は応募するべきだと思いま

す。それはぜひ会長や副会長が講師役を務めて、図書館でこんな調べ物ができるんだって

ことをアピールして、ぜひこういうのを書く。 

 結構、私ぐらいのシニア層、そういうのやりたがる人いますよ。自分の家系のルーツを

調べるとか、自分の郷土、新宿なら新宿だって古い歴史持ってるわけだから、それについ

て調べたいっていうの、絶対いるんです。そういう人たちの背中を押してあげるべきだと

私は思います。ぜひ、来年度以降は、今度、大人の部にも応募しましょう。さっきのこの

報告書で、ちょっとまた前の議題に戻っちゃうんだけど、本当はここにそういう項目があ

るべきだと私は思うんです。先ほどのこの資料 1、事業報告書の 4 ページの所に方針 4 と

して子どもの成長を応援する図書館、出てくるんですよね。この方針 4 のとこ、4 ページ

の中ほどには調べ学習コンクールについては、こども図書館が中心に各地域図書館が取り
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組んでるっていう説明があります。 

 そうしたら、これと同じようなことが私は前のページ、3 ページの方針に区民を支える

図書館、区民の生活に即したさまざまな相談や解決につながる情報提供を目指します。こ

こにもちゃんと地域、新宿のことについて調べる学習を、大人の学習を後押ししますって

いうようなことがあって。その成果物は、このコンクールに応募してもいいんじゃないか

と。そういう道筋は、むしろ、子どもさんに習って大人もやっていくべきだろうと思いま

す。ぜひ、それを提案したいと思います。 

 

三浦 ご提案、ありがとうございます。関連して、お願いします。 

 

中村 今のご意見で、私も感じていることがございまして。大人の調べ学習があるという

のは初めて、今、私も勉強不足で知りました。実は、学校によっては保護者向け、図書館

によっては保護者向けの調べ学習の親子で参加のをやってるんですね。とても保護者の方

が熱心で。それで、子どもさんの調べ学習にも一生懸命、親の知恵も入れたりしてやって

いるんですけれども。この大人の調べ学習があるということが分かれば、多分、親子で何

かできるんじゃないかなっていう、そんなのを思いまして。ぜひ、地域図書館等で大人の

調べ学習もあるんだよっていうことを多く発信していただきたいなと、そんなことを感じ

ました。 

 それと、戻ってしまって申し訳ないんですが、こちらの事業報告書の件ですけれども。

例えば、全館取り組み事業報告ということで 38 ページにありまして。その中で、5 番の

調べ学習への支援っていうのがありまして。これは、何ページかな。55 ページからです

よね。各館の、載っているんですけれども。これを見まして、それぞれの館で取り組みの

指標が違いますので、同じ表にしてくださいということではないんですが。例えば、調べ

学習コンクールを支援するところであれば、これだけのものは項目、指標はある程度、統

一したもの、三つなり四つなりを統一させて、その他のまた館の取り組みは記入していた

だくような形になればいいと思うんですけど。館によって、ばらばらのこの表なんですね。

それですので、ちょっとその辺りが比較、見にくいにかなっていうふうな気がしました。 

 それなので、これはここの調べ学習だけでなくて、全てがそうなんですけれども。そん

なことがなかなか地域間の取り組みでそれぞれに計画を出しているので難しいかと思いま

すけれども、中央図書館のほうでこれだけはっていうものもある程度、押さえてできない

ものでしょうかということをちょっと感じさせていただきました。それで、この調べ学習

っていうのは、とても子どもたちにとって夏休みの課題には素晴らしいと思うんです。 

 この 58 ページの最後の総括のところの目的とか、分析とか、その辺りを見ても子ども

さんたちにとって図書館への興味を持ったり、調べることへの興味を持ったりするってい

うことは、やっぱり調べ学習から始まるのかなと思ったりもしておりまして。それで、今、

デジタル化の話も出ているんですけども、電子図書であればタブレットでみんな、子ども
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たちが持っていて、いろいろな情報を得ることができるんですけれども。私もそうですけ

ど、スマホなんかで見ていて、そのときは分かったと思ってもすぐ忘れてしまって、また

同じところを何回も何回も開くという。そういうことがあるので、やはり紙ベースの本と

いうのはすごく必要かなと。 

 これは、どんなに電子化が進んでもなくなるものではないと思っています。それで、や

っぱりそういうものも大切にするというような子どもたち、タブレットだけの調べるとか、

勉強ではなくて、紙ベースのものも利用してっていうものを子どもたちが小さいときから

植え付けてほしいなっていう、そんな感じを持っていますので。ちょっとおかしな話にな

ってしまいましたかもしれませんけれども、この報告書についてももう少し項目の統一化

というのができないのかなというふうに感じました。以上です。 

 

三浦 はい、ありがとうございました。ご提案いただきましたけれども、この点について

館長、お願いいたします。 

 

山本 今回の先ほどの事業報告書のほうなんですけれども、ご指摘のとおり一定程度のも

のは、特に全館取り組み事業については統一させたほうがいいというご意見、ごもっとも

だと思いますので。今回のはこれでご勘弁願いたいとは思ってるんですが、また来年度も、

6 から 9 バージョンのもので作り直すという作業がありますので、そのときにはある程度、

統一したものは入れていきたいなというふうに思ってます。 

 あと、大人向けの調べ学習なんですけれども。どうやってやっていくかっていうところ

は、それぞれ地域館とも相談はしなきゃいけない部分もあると思いますので。うちのほう

で大体、こういうやり方でいけるんじゃないかなっていうのはうちの内部で検討した上で、

地域館のほうとも相談して可能な限りやっていきたいなというふうに思っておりますので

よろしくお願いします。 

 

三浦 どうぞ。 

 

糸賀 電子図書館の導入っていうのは、一つのきっかけになるんじゃないかと私は思いま

す。電子図書館の使い方、あるいは、区としてデータベースをいくつか中央図書館でも導

入してますよね。一般利用者で使える新聞記事データベースとか。そういうものの使い方

のセミナーを開いたときに、これを使ってこんな調べ物ができます、その成果をぜひ自分

で文章にまとめてみてくださいっていうところまでは、できるんじゃないですか。図書館

の使い方、調べ方、特に電子図書館、データベース、これの入門講座を開いたときに、そ

の発展形として成果をこういう文章にまとめてきてコンクールに応募してみましょうぐら

いのことは割と簡単にできるんじゃないですか。ぜひ、それは考えていただいて、大人の

部の応募も子どもに負けないように。 
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 それから、子どもと大人の部っていうのもあるんです。子どもと親子で一緒に、まさに

言われたとおり。あるんですよ、これ。子どもと大人の部で、昨年度の優秀賞は日本図書

館協会賞です。日本図書館協会賞、出してるんです。テーマは虫歯工場探検隊。虫歯、歯

の。将来は歯医者になりたい娘さんと、娘さんの仕上げ磨きに苦戦するお母さん。この 2

人の共同研究。地元の歯科医師、歯医者さんに虫歯のでき方についてインタビュー。イン

タビューをしたり、そういうのをいろいろ調べて。最後、成果物にしてちゃんと優秀賞も

らってます。それは、絶対に親にとっても子どもさんにとっても励みになると思います。 

 それは、ぜひお考えになって新宿区から大人の方も応募できるんだということで、これ

は考えていただいたら図書館の活性化につながるし、図書館にまた新たな視点で、じゃあ、

使おう、調べてみようっていう気が起きると思いますので、ぜひ前向きにご検討ください。 

 

石橋 先生、いいですか。 

 

三浦 どうぞ。 

 

石橋 今、こんな広報に載せたくらいじゃ物足りないと、それと垂れ幕を垂らせっていう

のをちょっと伺っていて、私も調べ学習っていうのはこんな小学校のときからずっと調べ

学習、うるさいぐらい言われて面倒くさいぐらいだっていう感じだったんですけど。調べ

学習っていうのは、この図書館コンクール、学習コンクールも全国で今、ちょっとよくよ

く考えてみたら非常に大きなコンクールなのかなと。 

 

山本 そうですね。 

 

石橋 そのこと自体の認識が私には実は今、聞いてびっくりで。これってひょっとしたら

数学オリンピックじゃ、ばーんって貼りますけれども、文系の場合は、理数なんちゃらか

んちゃらですよね。それと匹敵するものなのかな。もしくは、匹敵するものだっていうこ

とを私たち親も子どもも理解しないと、やりません。だから、やっぱりアピールが必要だ

なっていうのは、みんなが図書館に来て勉強しようよ、調べるでできるよではなくて、こ

のコンクールってすごいんだぞっていうところなんです。ちょっと今、遅まきながらびっ

くりしています。 

 

成瀬 いいですか。 

 

三浦 どうぞ。 

 

成瀬 いや、特に今年の文部科学大臣賞は戸山図書館を使ったわけでしょう。日頃、ぼろ



 

29 

ぼろだとか、エレベーターがないとか、自転車止める場所もないんですとか、もうあしざ

まに言われることばっかりの戸山図書館を使って文部科学大臣賞を取ったって、もう汚名

挽回のチャンスじゃないですか。そういうのは、やっぱり図書館って。いや、こんなこと

できるんだよってアピールするのは、すごい大事だなって思います。 

 

石橋 もうびっくりです。 

 

成瀬 3月 8日に表彰式あるんでしょう。 

 

飯川 やりますね。 

 

成瀬 だから、本当は今、読売新聞とか読書の振興に熱心だから取材してもらうとか。ち

ょっとそういうことやって、こんなコンクールあるんだっていうのをアピールするの、こ

れは新宿区だけでやるべきことじゃないですけど。 

 

飯川 読売は出してませんでした？ 

 

糸賀 出してる。 

 

飯川 出してます。 

 

糸賀 読売は。 

 

成瀬 読売もそうですよね。ぜひ。それと、あと大人の部は実はすごいんです。大人の部

で入選作って。実際に、それを膨らませて本になったのもありますし。 

 

飯川 そうなんだ。 

 

成瀬 飯川さんもよくご存じですけど、それを下敷きにしたツアーを組んで、その地域の。

私たちも参加したんですけど。あと、ちょうど来週の 3月 15日には秋田県の横手市で。 

 

飯川 はい。バードさん。 

 

成瀬 そう。イザベラ・バードの『日本奥地紀行』、あれのことを調べた人の講演会とか。

それは、やっぱり図書館でやるわけです。 
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飯川 横手で。 

 

成瀬 横手ですよね。だから、そういうことをいろいろ膨らませることができるので、ぜ

ひアピールしていただければと思います。すいません。以上です。 

 

三浦 ありがとうございます。 

 

菊田 はい。 

 

三浦 はい。どうぞ。 

 

菊田 はい、ありがとうございます。やっぱり図書館が中心となって生涯学習を進めてい

ただきたいなと思っております。大人の調べ学習もそうですし、親子で調べて子どものと

きから、子どもの頃から図書館をどうやって使うのかっていうことをちゃんと分かってい

ると生きる力になりますし、将来的にいわゆる地域学習、生涯学習にもつながっていくと

思うので、ぜひこの取り組み、お願いしたいなと思っております。 

 あと、表彰して垂れ幕っていうお話も出たんですけど、書道とか絵だとやっぱり貼り出

しをして、文化センターなんかで貼り出しをするんですけど、この調べ学習ってそういう

展示がなくてレプリカっていうお話だったんですけど、荒川区では中央図書館がレプリカ

ではなくて本物を期間を決めて見れるんです。展示してるんです。期間が決まっていても

やっぱりそこに大勢の方がいらっしゃるっていうお話聞いてますので、実際にどうやって

書いたらいいのか、どういう仕立てを本にするのか、そういう報告書にするのかっていう

のを実際に見てみると勉強になりますし、そういうものを親子で行くっていうところもあ

りますし、図書館の利用率もつながると思うんです。 

 レプリカではなく本物を展示するっていうのもいろいろ問題があって難しいところもあ

るかと思うんですが、そういう本物を見て褒めてあげるっていうのかな、表彰してあげる

のも、教育長とお写真を撮ってっていうのもいいんですが、やっぱり図書館が中央図書館

としてこのことをどうしていきたいのかとかいうところも PR、広報につなげていただき

たいなと思っております。よろしくお願いします。 

 

三浦 はい、ありがとうございます。どうぞ。 

 

磯田 調べ学習、私、大好きで。この入賞のタイトル見てるだけで、ちょっとうるうるき

ちゃう。子育てしてるからか、分からないんですけれども。もう母親目線になってしまっ

て恐縮なんですが、母親としても感じている調べ学習のよきポイントとして二つありまし

て。一つ目が、子どもが持った好奇心に対して親や先生以外の人がサポートしてくれるっ
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ていう。自己肯定感の向上につながっていくのかなっていう。自分の好奇心をよきものと

してどんどん育ませてくれる人が親、先生以外にもこの町にいるっていう。それは調べ学

習なしではちょっと経験できないことなので、これからも続けていければいいなと思って

いる。 

 2 点目が、同世代の子たちが疑問に対してどういうアプローチを組んだのかっていうの

が、先ほど、そちらの机に報告書ですか、あったんですけども、それを通じて確認するこ

とができる。研究としては正しいアプローチではないのかもしれないんですけれども、同

世代の子がその頭でどう調べて、どう仮説を立証していったのかって、すごい生き生きと

した情報だし、子どもたちも喜ぶし、理解しやすいし、そういう点の採取って大切だと思

うんですよね。なので、その 2点をもっと活用、いいポイントとして調べ学習をつなげて

いければいいなとお話聞いていて感じました。よろしくお願いします。 

 

三浦 はい、ありがとうございます。いろいろとご意見いただきましたが、館長お願いい

たします。 

 

山本 いろいろとご意見、ありがとうございました。すぐできそうなものと難しそうなも

のとやっぱりございますので、できるものからやっていきたいなというふうに思います。

あとは、校長先生いらっしゃるんでお願いなんですけれども、調べ学習の冊子、毎年、配

ってますので、学校のほうでもぜひご活用していただけるとありがたいなと思いますので、

ご協力のほうよろしくお願いいたします。あと、調べ学習コンクールについては当然、や

める気はございませんので、引き続きやっていきたいというふうには思っておりますので

よろしくお願いいたします。 

 

中村 この調べ学習なんですが、私も夏休み後の学校公開のときに、学校に伺って子ども

たちの調べ学習もいっぱい並んでるのをずっと見てくんですね。すごくテーマが面白いん

です。それで、子どもさんたちってこんなことを感じてるんだっていうことをいつも感動

してくるんです。それで、それをまとめていると、地域図書館でもいいんですけれども、

全体でもいいんですけれども、テーマだけの一覧表なんかも、私、配られたり、見られる

と、とっても子どもたちがこんなものでも、こういうテーマでも調べられるんだっていう

のが分かっていいんじゃないかなって。 

 それで、それを見て同じテーマではないものは自分のものにしていくんでしょうけれど

も、何を調べていいか分からないっていうお子さんもいると思うんです。どんなテーマで

調べていいか分からないっていうお子さんもいるのでぜひ。本当にユニークな方法、あり

とあらゆるものが出てくるんです。もうこんなテーマをとかいう。私、いつももうどんな

テーマか忘れてしまうんですけど。見て来て、そのときだけ感動してくるんですけれども。 

 そういうことで、ぜひ、お子さんたちにテーマを見つける一つの着目点としてそんなも
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のを出していただいたり。次の応募、チラシをまくとき、次年度の調べ学習ありますよっ

てまくときに、前年度のお子さんの感想なんかもちょっと入れて出していただくといいの

かなと思ったりします。 

 

三浦 はい、ありがとうございます。ぜひ、ご検討いただければと思います。それでは、

すいません。時間がきょう、今年度の協議会、最後の会になるということで、ご参加のか

たがたからこの 2年間を振り返っての感想をいただく予定になっておりまして。この議題

については、ここまでとさせていただきますがよろしいでしょうか。はい、ありがとうご

ざいます。 

 それでは、議事次第に戻りまして、議題の⑶がその他ということになりますが。特にご

予定しているものはなかったんですけれども、今、触れましたように今回が 2年間の協議

会、最後の会となりますので、ぜひこの 2年間、この協議会に参加されてのご感想など一

言ずつ委員のかたがたからいただければというふうに思っております。よろしくお願いい

たします。 

 

安部 2 年間、どうもありがとうございました。ここに参加して初めて知ったことがあま

りにも多過ぎて、図書館の運営というものがいかに見えてる部分が本当に一部だなってい

うことを実感しました。あと、連携といいますか、分断されていることが多過ぎて、もっ

とシームレスになったらきっともっとうまくいくんだろうなっていうことが、図書館だけ

ではなくて区全体の運営としても大き過ぎるのだなということも、初めて見える形で実感

することができました。 

 図書館に行くたびに自分が行く地域の図書館のことを見ていても、実は見ていなかった

っていうことがここに参加して初めて目に入る展示ですとか、職員の方の対応ですとか、

見えてなかったなっていうこともまた思いました。あと、先ほど、広報にちょっと悩んで

いるといいますか、問題があると思っているっていうことだったんですけど、私のほうも

参加して強く思うようになったのがその部分でして。ここで知ったことを地元の図書館に

行って見たときにないみたいな。いつ告知されるんだろう、どこに告知してるんだろうっ

ていうことがたびたびあったので。参加しなければ知らなかったなって、正直思うことも

ありまして。 

 展示、提示される場所ですとか、スマホで図書の予約をするときに何かそういう表示が

あったらいいのにですとか、そういった細かいところに問題の解決の糸口があるのではな

いのかなと思います。必要な情報が図書館のスマホの画面を見たときにも、たどり着けて

ないことが多くて。でも、この委員会に参加してやっぱりあるんだな、みたいな。参加し

なければ知らなかった、スルーしてたっていうことがあまりにも多くありました。 

 なので、先ほど、褒めてあげるっていうのもあったんですけど、それは図書館の展示と

か、ポスターでもいいんですけども、そういったもので、うちの図書館、こういうのやっ
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てたんだよ、こういう人はこう調べて参加したんだ、みたいな。なんか一つでもいいので

図書館の取り組み、せっかく報告書をまとめているのでこの報告書の一部でもいいので図

書館で展示ですとか、報告のような形で。報告書は報告書として必要なんですけども、報

告書をダイジェストしたものは図書館の取り組み、こういうのを 1年間でやりましたみた

いな形でポスター展示ですとか、そういった形で見えるようになるといいのではないかな

と感じました。本当にこの委員会に参加しなければ分からなかったばっかりだったので、

参加させていただいて本当にどうもありがとうございました。 

 

三浦 ありがとうございました。では、続いて、お願いします。 

 

磯田 2 年間、ありがとうございました。ちょっと出産と、あと、産後ということでお休

みすることが何度かあり、その辺、反省してるところではあるんですが、また機会があれ

ば挑戦してみたいなとも思っているんですけども。私も同じように、本当に参加しなかっ

たら知り得なかった図書館の活動というのが多々ありまして。医療施設に移動図書館とし

て本の貸し出しサービスをしていたりとか、調べ学習のサポートをしているとか。あとは、

健診を受けた子どもに図書館で本をプレゼントするあれがあったりとか。それこそ、地域

図書館でも月に 1回イベントをやったりしてますよね。そういったところもあんまり分か

っておらず、この委員になったんですけれども。 

 本の貸し出しや資料の保存だけではなくて日々の生活を豊かにするような、そういった

活動を新宿区の図書館はしてくれてるんだなっていうことが事業報告書通じて知ることが

できました。私以外、区民のかたがた、特にお母さんたちにもそういうことを図書館して

るよっていうのをもっと知ってほしいなと思ってます。ただ、ずっと話に出ているように

新中央図書館があれば、立地だったり、建屋の美しさだったりといったところで集客も増

えるのではないかとは思うんですけれども。 

 それに向けたステップとして、予算はまだないにせよ、できる限りのところを 120パー

セントで対応してくださってるんだなっていうのを報告書を見ると伝わってきたので、こ

れからも新中央図書館の設立を目指しながらも今ある資源でどんどん区民をサポートいた

だければなと思っております。2年間、ありがとうございました。 

 

三浦 では、お願いします。 

 

菊田 2 年間、お世話になりました。ありがとうございました。やっぱり、一番勉強させ

ていただきました。興味がどんどん膨らみまして 23 区どんなことやってるんだろうとか

思いつつ、本の修理の勉強を個人的に始めたりとか、あと、ボランティアもさせていただ

いてるんですけど。最近、乳幼児の読み聞かせのボランティアも始めさせていただいたと

ころであります。やっぱりそういうところに行くと、お母さんたちにもいろいろ差があっ
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て、もっと本読んでほしいなとか思うんですけど、お母さん、大丈夫かなっていうところ

も思ったりもして、いろんなこと思いました。あと、やっぱり活版印刷もちょっと興味が

出てきたところでやってみたいなとか、いろんなことが思うようになりました。 

 私自身もこうやって勉強させていただいてるところなんですが、図書館として生涯教育、

社会教育をもっと進めていただきたくて。例えば、ボランティアの活用ですね。区によっ

てすごい温度差がございます。ボランティアを育てていこう、やってくださいじゃなくて

育てていこうっていう気持ちがある区には、やっぱり活気があるように個人的には思った

りもしておりました。この場でいろんな方のご意見聞きますと、新宿区ってこういうとこ

ろなんだ、こうしてほしいなというところも多々ございました。また、他の機会を通じて

ご意見があれば、いろいろまた教えていただくことがあれば、お願いできたらなと思いま

す。2年間、ありがとうございました。 

 

三浦 お願いします。 

 

小林 大変、お世話になりありがとうございました。この期間通じて、この協議会で本当

にここまで細かに本質的にどう評価するのかというアセスメントのやり方をご一緒に検討

して学ばせていただいたことは、大変、貴重な機会となったというふうに感謝をしており

ます。こういうきちんとした評価をやっていくということの積み重ねが具体的な改善の一

歩につながっていくという営みとして、ここでのこのご議論というのが大変、これからも

さらに発展していく姿勢になったのではないかというふうに感じた次第です。 

 それから、ちょうど文字の標準化とか、デジタル化をきっかけにこの組員として参加さ

せていただこうと思っておりましたことのきっかけの議論が、まさにちょうど今、これか

ら始まるというところでこれからの発展を楽しみにしながら、きょうのご議論も伺ってお

りましたけれども。これからの時代に生きる私の子どもたちの世代がどう使っていくのか

ということの将来に向かっての仕事の場として、また、これからどのように発展していく

のかということに注目しながら、私自身もまた組員として今後の図書館の発展をまた見守

っていきたいなというふうに感じております。本当にありがとうございました。 

 

三浦 では、お願いします。 

 

今井 2 年間、どうもありがとうございました。本当にこの協議会に参加するたびに自分

の勉強になっていて、自分の知識の力になっていくっていうことを痛感した次第でござい

ます。私自身はあまりやっぱり学生時代とかは本を読む機会が少なかったんですけども、

子どもが生まれて読み聞かせをすることのすごい大切さっていうのを学ばせていただいた

りとか、やっぱり学校で行われてる調べる学習コンクールなんかの調べる機会というのを

いただきまして、子どもと共に本がどんどん好きになっていったかなというのを感じてい
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た次第です。 

 この委員になりまして、やっぱり本が好きになったことによって結構、年間の活字が好

きになって、本を読む機会も増えたんですけども。どんどん年齢が上がるにつれて本を読

む機会が、視力とかが落ちたりして機会が少なくなってきてるなっていうのを実感してい

て。そういう中高年層のかたがたがどうやって図書館にアプローチしていくのかとか、図

書館の中でどういう居場所をつくっていくのかとか、新たな視点を持って図書館を考えら

れるようになってきたのではないかなっていうのを感じているのと。 

 やっぱりこの協議会に参加したことによって、今までは一番家が近かった中央図書館ば

かりを利用していたんですけども、他の新宿区内のさまざまな図書館も全部、利用するよ

うになったりとか。見る視点というのも図書館ユーザーとしての視点と、あと、図書館の

中のかたがたがどうやって動いていたりとか、そういう居場所としての空間としてどのよ

うな形の活用されてるのかとか、そういう視点がどんどん変わってきたなというのを日々

感じていた次第です。 

 新宿区の図書館事業報告書も、当初の頃はやっぱり各館ばらばらで出されていたのが、

どんどん統一されてすごい見やすくなってきていて。見るかたがたも、評価できる部分っ

ていうのをきちんと評価されてこの冊子になっているということであったりとか、やっぱ

り電子図書が導入されるっていうことでさまざまな部分で日々変わってきているというと

ころが新宿の図書館の中にもあるかと思いますけども、やはりぜひ当初から話をしてる新

中央図書館の開設に向けて、また区民一丸となって力を合わせて頑張っていければという

ふうに感じております。2年間、どうもありがとうございました。 

 

三浦 それでは、お願いします。 

 

安田 どうもありがとうございました。本当に私も国語科の教員だったんですけど、読書

は好きだし、子どもたちの読書の目的も一つだし、そういう意味でいろいろなところで勉

強になったと思います。私ももう一つ、区立小中学校の学校図書館教育推進協議会という

のも入っているんですけど、そこでの話は全く別のベクトルなんですね。でも、やっぱり

本来は同じような方向性で物事考えたほうがいいのかななんていうような、ここのお話を

お伺いしながら学校図書館のほうも含めてうまくつなげていければなというふうに思いま

した。どうもありがとうございました。 

 

三浦 では、続いて、お願いいたします。 

 

成瀬 2 年間、ありがとうございました。私、もう 3 期か 4 期やってるんで。すいません。

ちょっとだけ上から目線になりますが、このメンバーほど 2年間でレベルの上がったメン

バーはいないんじゃないでしょうか。いや、ちょっとびっくりするぐらい。それは会長、
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副会長、あと、もちろん先生のご指導のたまものだと思うんですけど。最初の頃は会議で

何話していいか分からないような感じにもお見受けしたかたがたが、きょう、例えば、本

の森ちゅうおうの感想とか、居場所論とか。あと、さっきのコンクールについての調べる

学習の効果についてのお話とか他の 23区の図書館のこともいろいろ調べられて。 

 いや、こんなに充実した 2年間の運営協議会に居させていただいたことに感謝を申し上

げたいと思います。あとは、これ以上、出版社、印刷屋さん、製本屋さんがつぶれること

のないよう、紙の本の応援もしていただければと思います。どうもありがとうございまし

た。 

 

三浦 では、お願いします。 

 

飯川 図書館総合展っていうイベントをやっているので、図書館関係者ですとか、図書館

員ですとか、あと、図書関係の先生がたとは話す機会が多いんですけれども。ここで一般

のかたがたの生の意見を今回は非常に聞けたので、すごい参考に。今後の図書館総合展も

ちょっと変わってくるかなっていうぐらいの影響を受けさせていただきました。本当にあ

りがとうございました。いろんな図書館員さんからの愚痴なんかも聞いたり、いろいろあ

るんですけども、こんだけ新宿 1個の自治体のいろいろな部分にいろいろご意見言えたり

するのも初めてだったもんですから、非常にいい経験になったかなと思っております。 

 私、ここ、なる前に全部の一応、回ったんですけれども、やっぱりどこの図書館さんも

古いんですよね。ですので、やっぱり中央館から先に新館計画を進めないとやめるぞって

言ってたのをやめさせないように進めていただければと思います。以上です。ありがとう

ございました。 

 

三浦 では、お願いします。 

 

石橋 今回は、本当に充実した報告書ができたと思います。ただ、最初の目標値が仮設定

なので、次回がとっても楽しみです。お疲れさまでございました。この 5ページ目にちゃ

んと新館のことも触れてあって、その前のときは触れてなかったのでよかったです。公募

の委員の皆さんのご意見が同じ区民として、本当に心強くて、この先もどうにか風穴が開

くんじゃないかと思えるようになります。ありがとうございました。 

 

三浦 では、お願いします。 

 

中村 2 年間、お世話になりました。私も本当にここで勉強させていただいたことがいっ

ぱいです。きょうも大人の調べ学習があるとか、親子のがあるとかって、本当にわくわく

してきました。それで、区民に優しい知の拠点として掲げているわけですけれども、子ど
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もたちにとって本当に知の拠点はあれなんですが、認知能力はもともと培うことができる、

この図書館でできるんですけれども。私はそれに引き換えて、非認知能力がこの図書館、

本を通してすごく育つのではないかなと思っていますので、図書館利用をなるべく多くの

お子さんたちに勧めていただいて親子で利用していただいたりということで。これからの

お子さんたちに非認知能力を育てていただきたいなというので、強くそれを感じさせてい

ただいた 2年間でした。ありがとうございました。 

 

三浦 では、お願いします。 

 

糸賀 このメンバーでやるの、もう 2年たっちゃったのかというのが正直な印象で、まだ

1 年ぐらいかなというふうに感じてました。お世話になりました。ありがとうございまし

た。私の立場上、新宿だけじゃなくていろんな図書館と関わってるんですけども。最近、

ご存じかどうか、この『BRUTUS Casa』っていう雑誌が図書館の特集なんです。表紙は、

例の新しい石川県立図書館で、最近の全国の新しい図書館の様子がずっと出てます。ただ、

建築面ばかりが最近、話題になってる。建築面ばっかり。だから、この石川県立は仙田満

さんっていう方。それから、あと評判があるのはとにかく安藤忠雄さんとか、伊東豊雄さ

んとか、隈研吾さんとか、東京オリンピックのスタジアムを設計した方とか、こういうか

たがたの設計なんで、皆さん、建物ばかり見に行っちゃうんですよね。 

 ぜひ、本当はやっぱり図書館っていうのは選書なんですよ。蔵書構成。どういうふうに

地域のかたがたが使ってるか、そこなんで。今回のこの協議会でもその辺の議論を随分、

いろんな観点からしていただいたんでよかったと思います。そういう意味では、お分かり

になったと思いますが中にはこういう協議会がない区もございますので、そういう中にあ

ってこういう協議会でいろいろと活発な議論ができたっていうのはいいことだと思います。 

新宿の話が思いがけないところで出てきたんで、夏目漱石ということで漱石山房もありま

すよね。それで、私、2 週間前に福岡県のみやこ町に行ったら、あそこにやっぱり郷土博

物館があるんですよね。そこに、漱石研究で有名な方の出身地だったんですよ。 

 そこの図書館と郷土博物館に行ったら、新宿区と連携してるって話になって。そうだっ

たんですか。私、知らなくて。夏目漱石ということで資料展示だとか、資料の交換だとか

を新宿区とやってるっていうふうに聞いて。私、全然、聞いてなかったもんだから。町長

ともお会いしてあと、有田の町長さんと私とで、ちょうど雑誌の企画で鼎談をやりました。

そのときに、みやこの町長からその話をされて。私、不勉強で新宿区がそういう連携をや

ってるってことも知らなかったんです。 

 ぜひ、そういうことも夏目漱石を通じて他の自治体、九州の福岡県の自治体ともつなが

ってるってことをここで知りましたんで、この機会に報告しておきたいし。そういう広が

りも図書館っていうのは持ってるんだ。資料館だとか図書館っていうのは、そういうつな

がりも持ってるんだということを併せてお知らせしておいて、あらためて、いろんな場面
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でこの新宿の協議会に参加してることで勉強させていただきました。どうもありがとうご

ざいました。 

 

三浦 それでは、お願いします。 

 

田辺 皆さん、2 年間、どうもありがとうございました。私も皆さんと同じで、毎回、多

くの学びと気付きをいただきました。先ほど、レベルが高いっていうお話あったんですけ

ど、私も上からで申し訳ないんですけど同じ感想を持っておりまして。他のところでこう

いった委員やることってあるんですけれども、どうしても話が脱線っていうか、発散した

りしがちなんですよね。今、話していることと違うほうにどうしてもいろんな思いでいっ

たりしがちで。あと、特にきょうも資料にありましたけど、この図書館の評価の話って難

しくって。要は妥当に評価されてるかっていう議論をしないといけないんだけど、どうし

ても事業内容の話に一生懸命、皆さん、関心がいっちゃうんです。 

 それがいけないわけではなくて、どうしても内容も含めて議論しなきゃいけないことも

ありますし、それを機会にいいご意見いただくってこともあるんですけど。でも、基本的

には評価妥当かっていうところを見たいんですけど、そういうメタな発想ってなかなか難

しくて。特に公募の委員の方とかは中身の話にいきがちっていうのを見ることがあったん

ですけど、この委員会、全然そういう感じではなくて、皆さん、本当に的確にメタな評価

が妥当かっていうことを、しかも、うまくご自分のご経験とか、事業内容の話と交えなが

らいつも指摘、発言してくださって気付きとなるほどという学びをいつもたくさんいただ

いておりました。大変、いい議論がたくさんできたかと思います。本当にどうもありがと

うございました。 

 

三浦 それでは、皆さん、2 年間、大変お疲れさまでした。今回、この事業報告書がまと

まっていく中で、新宿区の図書館というものがどういう活動をしているかということが具

体的にこの協議会の中では見えるようになり、また、課題も明らかになってきたというこ

とでしたけれども。委員の方からもご指摘があったように、この協議会の場だけで見える

ということではなくて、やはりこの図書館の活動というものが区民のかたがた、あるいは、

その他、全国のかたがたにもっと見えるようになって、図書館で一体何をしているのかと

いうことをアピールしていくということが一つ重要な視点になるなということを、きょう、

あらためて思った次第でした。 

 具体的な PR 方法についてはまだ検討する余地はあるかと思いますけれども、その部分

は逆に言うと伸びしろになってくるかと思いますので、その部分、次期以降についてまた

力を入れながら進めていけたらというふうに考えております。私からは以上となります。

どうもありがとうございました。 

 それでは、最後になりますけれども、協議会については以上となりますが、今後の委員
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の公募などについて現在、手続き等を進めており、次期の第 1回目が 6月頃の開催を予定

していると事務局からは伺っております。それでは最後、中央図書館長のほうからごあい

さついただきたいと思います。図書館長、よろしくお願いいたします。 

 

山本 会長、副会長はじめ委員の皆さま、2 年間、いろいろと貴重なご意見頂戴いたしま

して本当にありがたいというふうに思っております。先ほどもちょっと触れましたけれど

も、すぐできるものとなかなかできないものがございますが、特に新中央図書館に関して

は引き続き頑張っていきたいと思ってますのでよろしくお願いしたいと思います。委員の

皆さまも、公募委員の皆さまはぜひまた公募に参加していただければありがたいなと思い

ますし、それぞれ団体推薦のかたがたもいらっしゃいますので、できれば引き続き、その

グループごと、会ごとのルールもあるでしょうから何とも言えないところがあるんですけ

れども、引き続き参加していただけるとありがたいなというふうに思っておりますのでよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 皆さまのおかげで昨年は 6 年度～9 年度のサービス計画を作ることができましたし、今

回も 3 年度～5 年度の事業報告、まだまだだというご指摘もございますけれども、取りあ

えず、まとめることができましたことを非常に感謝しております。本当にありがとうござ

いました。来年度以降も、少しずつかと思いますけれどもブラッシュアップはさせていき

たいと思っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。2 年間、本当にありがとう

ございました。 

 

三浦 それでは、これにて協議会、終了とさせていただきます。どうもありがとうござい

ました。 

 

一同 ありがとうございました。 

 

(了) 


